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特集　  オラクルの新戦略と通信業界への取組み

客様がイノベーション、変革のスピ

ードアップを求めていると捉えてい

ます。個人消費が落ち込む、企業の

収益力も弱まる。それで何もしない

のかというと、その反対で、生き残

りをかけたサバイバル競争をやるわ

けです。これがBigチャンスなんで

す。ビジネスモデルの変革も含めた

企業としての大胆なチャレンジが必

要となる現在の状況は、IT業界に

とってはチャンスと捉えています。

－経営状況はいかがですか。

遠藤 日本オラクルは着実に売上

高を伸ばし、利益も伸ばしています。

IT業界の伸び以上の伸びを示して

いますので、その意味では堅調な成

長を続けているといえます。

－遠藤新社長の体制になったこと

で、変わることと変わらないことが

おありかと思いますが・・・・

遠藤 オラクル進化論の第１巻、第

２巻という言い方をしていますが、

第1巻では、ゼロベースで会社を立

ち上げ、データベースを主軸にビジ

ネスを展開してきました。その結果、

データベースといえばオラクル、あ

るいは東証一部上場会社として、日

本の社会に根付いたオラクルという

ものが確立できました。したがって、

お客様やパートナーの皆様方を含

め、日本の市場で信頼される会社に

なったというのが第１巻の価値だと

思っています。ので、その価値は継

続していかなければいけない、と考

えています。

－第2巻では、どのような方針で

経営の舵取りをされるのですか。

遠藤 これまで主軸であったデータ

ベースは引き続き伸ばしますが、事

業領域を拡大して、SOAプラットフ

ォームというミドルウェアの領域と

ビジネスアプリケーションの領域に

シフトしていきたいと思っています。

シフトというのは別にデータベース

をなくすわけではなくて、それは堅

実に維持拡張しながら、同時にさら

なる成長に向けた牽引者として、ミ

ドルウェアの領域とアプリケーショ

ンの領域を拡大していくということ

です。したがって、大きな成長を続

ける領域と、堅実な成長を続ける領

域を合わせて、いままで通りの高成

長を続けていきたいと思っています。

事業領域を少し変化させるというの

―この6月1日、新宅正明前社

長（現代表取締役会長）からバトン

タッチされ、社長に就任されました。

原油高騰、サブプライム問題による

金融不安など、経済環境が厳しい中

での就任ですが、貴社のビジネスを

取り巻く状況をどのように捉えてい

遠藤 金融不安、株価低迷、物価

指数の急上昇など、決して経済環境

は良いとは言えない状況です。しか

し、景気が後退傾向にある今こそお

本年6月、新宅正明前社長からバトンタッチされ、新社長・最高経営責任者に就任した遠藤隆雄社長。第1巻のデー
タベース主軸のビジネスから、次の成長に向け第2巻ではSOAプラットフォームとビジネスアプリケーションに注
力することを社長就任会見で表明した。挨拶回りで過密スケジュールの遠藤隆雄新社長に直撃インタビューした。
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がひとつ大きなポイントです。

－なぜ、SOAプラットフォーム

とビジネスアプリケーションの2つ

の分野に注力されるのですか。

遠藤 冒頭お話ししたように、お

客様の経営を取り巻く環境が厳しい

時こそ、経営者のほとんどは変革を

望んでいます。コストの削減、業務

の変革やビジネスモデルの変革な

ど、大胆な変革にチャレンジしよう

としています。これまで私どもは、

ITによる効用という価値をお客様

にお届けしてきましたが、これから

はお客様の経営イノベーションに貢

献していきたいと考えています。経

営のイノベーションを実現するため

には、業務プロセスのデザインを含

めた業務改革が必要です。業務改革

そのものを推進するエンジンとし

て、変化への柔軟な対応のための

SOAプラットフォームと、ビジネ

スアプリケーションのコアとなるコ

ンポーネントを同時に提供すること

によって、経営レベルでの貢献がで

きると考えています。

日本オラクルは、これまで IT部

門の方々には広く認知していただい

ています。これからは、お客様の経

営に価値を提供する会社、お客様の

経営に変化というイノベーションを

もたらす企業として、広く経営者の

方々に認知にしていただくことを目

指しています。これは、ITの価値

から経営の価値へと、私たちの提供

する価値に変化を創りだしていくこ

とにほかなりません。

－SOAとビジネスアプリケーシ

ョンよる価値をどのようにして提供

されるお考えですか。

遠藤 製品単体の販売ではなく、

ソリューション提案に注力します。

オラクルとパートナー企業の総力に

よって、お客様の経営変革をサポー

トすることを考えています。

－ご趣味は囲碁で、かなりの高段

者とうかがっています。経営の初手

はどんな手を打たれましたか。

遠藤 初手は、６月２日のキックオ

フで、社員との価値観の共有を行い

ました。第二手が、お客様及びパー

トナーの皆様との価値観の共有とい

うことで、各社を積極的にお訪ねし

ております。こうして、お客様の期

待を確認しながら、これから進むべ

き会社の方向性というものを見極め

たいと思っています。私の価値観は、

まさに“お客様に貢献し続けたい。

長期的に信頼関係を築ける会社であ

りたい”、そのためにはお客様と接

する社員が満足でない限りお客様に

良い提案ができないという思いか

ら、最初の一手二手を打ちました。

－遠藤社長が考える経営の定石と

遠藤 実は、囲碁は定石は忘れた

方がいいというのが第一歩なんで

す。一番重要なところに打つのが定

石ですが、定石にはない手を打つこ

と。これは経営も同じで、定石にと

らわれない、変化に柔軟に対応でき

る自由な発想が必要です。何が起こ

るかわからないのが今の時代ですか

ら、定石通りしか打たないというの

は、変化に柔軟に対応できないわけ

です。大局観を持って、自由な発想

で次の一手を打つ。何が起こっても、

それに対して自分たちの形を変えて

いくことができる柔軟性というのが

非常に大事だということです。

－最期に、オラクル進化論の第2

巻を進めるにあたって、どんな点に

一番注力されるお考えですか。

遠藤 SOAプラットフォームとビ

ジネスアプリケーションの両事業に

注力していくと言いましたが、基本

は人です。戦略を実現するためには、

人材育成はきわめて重要です。当然、

製品の品質とか価格とかいろんな要

素がありますが、結局戦略を実現す

るためには社員ひとり一人のスキル

というのが大事だと思っています。

そこを強化していくことで、次の成

長に向けて進化し続けることができ

ると思っています。

－本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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―なぜ、SOAプラットフォームとビ

ジネスアプリケーションの2つの分

野に注力されるのですか。

―SOAとビジネスアプリケーション

よる価値をどのようにして提供さ

―ご趣味は囲碁で、かなりの高段者

とうかがっています。経営の初手

はどんな手を打たれましたか。

―遠藤社長が考える経営の定石とは…。

―最期に、オラクル進化論の第2巻

を進めるにあたって、どんな点に

一番注力されるお考えですか。

―本日は有難うございました。

定石にとらわれず、柔軟な発想で
の経営を重視

れるお考えですか。
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